






未熟児や病的新生児の栄養管理に関する研究は古くから行われているが、それらの多くは

生後早期の物が多く、乳児期のものは少ない。そのため、これらの児の乳児期の栄養管理

や栄養評価に関する研究成果は未だ不十分であり、これからの課題である。そこで、本分

担研究は、昨年度に引き続き、新生児期後期から乳児期にかけての栄養管理の実状と問題

点について各方面からの研究を行った。これらの研究を基に最終年度には新生児・乳児の

栄養管理に関する指針を作成する予定である。 

本年度の研究は、未熟児代謝性骨疾患、身体発育と栄養管理、母乳添加物質、脂肪酸、未

熟児貧血に大別される。さらに、本年度より共同研究として、極小未熟児・超未熟児の生

後の発育曲線の作成についての研究活動も開始した。本邦でも諸外国でも、多数例の生後

の発育曲線はなく、この曲線が作成されれば、日本全国の NICUで利用されることが期待さ

れるだけに問題点も多いが、ぜひとも必要な研究と考えられる。 


